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熊本・観光文化検定公式テキストブック 続編 正誤表 

 
■ ６３ページ、４段、１８行目～１９行目（●望月信亨氏編著） 

（誤）いまその南大門は地名として残り、バス停もあります。 

（正）いまその南大門は地名として残っています。 

※現在はバス停が無くなっています。 

 

■ １２８ページ、２段、９行目 

（誤）４年６ヵ月 

（正）４年３ヵ月 

 

 

熊本・観光検定公式ガイドブック正誤表 

 
◎対象「初版～第１版10刷」 

 
■９８ページ、４段、４行目（●細川ガラシャ） 

（誤）明智光秀の二女で細川忠興の妻。 

（正）明智光秀の三女で細川忠興の妻。 

 

 

 

◎対象「初版～第１版８刷」 

 
■ ２６ページ、４段、１０行目～１２行目（●下流域（城南町～河口）） 

（誤）水前寺、江津湖に端を発する加勢川と合流し、水量は毎秒 4,000 トンにも達

します。 

（正）水前寺、江津湖に端を発する加勢川と合流し、河口流域は県下有数の水量

を誇ります。 

 
■ １７９ページ、４段、１６行目～（●古坊中） 

（誤）３７坊５１庵の堂坊 

（正）３７坊５１庵（３６坊５２庵という説もある）の堂坊 

 

■ ２２２ページ、１段、４行目～（●肥後のあか牛物語り） 

（誤）阿蘇清峰高校→（正）阿蘇中央高校阿蘇清峰校舎 

※２０１０年に阿蘇高校と阿蘇清峰高校が合併。 

 

■ ２４２ページ、３段、８行目 

（誤）農林水産省→（正）緑の文明学会、グリーンルネッサンス、緑の地球防衛基

金 
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◎対象「平成２４年８月１日 第１版８刷」以前 

 
全体 

■ 熊本市と植木町・富合町・城南町との合併に伴い、表記を熊本市に統一。 

■ 熊本市の政令指定都市移行に伴い、住所表記に区名を追加。

前見返し 

■ 航空・鉄道など各交通アクセスを最新の情報に更新。 

■ ２０ページ、１段、５行目～ 

平成の名水百選の４ヵ所を追加 

■ ２３ページ、３段、１５行目（●球泉洞） 

（誤）日本第２位 → （正）日本第３位 

■ ２５ページ、１段、３行目（●球磨川） 

（誤）延長１１３キロメートル → （正）延長１１５キロメートル 

■ ２５ページ、３段、６行目（●白川） 

（誤）全長 → （正）延長 

■ ２６ページ、１段、１７行目（●菊池川） 

（誤）延長６１．２キロメートル → （正）７１キロメートル 

■ ５４ページ、１段、１行目 

（誤）石貫穴観音横穴群 → （正）石貫穴観音横穴 

■ ７１ページ、２段、６行目（●菊地神社歴史館） 

（誤）武光の出陣図 → （正）武時の武者絵 

■ １１２ページ、２段、１２行目（●ルイス・アルメイダ） 

（誤）永禄９年（１５６７） → （正）永禄９年（１５６６） 

■ １１３ページ、３段、５～６行目（●天草四郎公園） 

（誤）国道２０６号沿い → （正）国道２６６号線 

■ １５２ページ、２段、２１行目 

（誤）水前寺公園内に移築 → （正）水前寺公園近くに移築 

■ １６７ページ、右下写真説明、１行目 

（誤）曹洞宗泰厳寺 → （正）曹洞宗泰巌寺 

■ ２４２ページ、２段目 

環境省選定「平成の名水百選」の４ヵ所を追加 

■ ２５６ページ 

熊本県博物館連絡協議会加盟館を最新の情報に更新。 

【熊本県立美術館ホームページより】 

 
 

索引 

■ ２５９ページ、２段、３１行目 

（誤）寺尾温泉 → （正）寺尾野温泉 

■ ２６０ページ、１段、１５行目 

（誤）白川滝 → （正）白水滝 

■ ２６１ページ、２段、２２行目 

（誤）祗園橋 → （正）衹園橋 
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■ ２６２ページ、１段、２０行目 

（誤）江津土唐 → （正）江津塘 

 

 
 

後見返し 

■ 熊本県市町村マップを最新の情報に更新。 

■ 各市町村役場の住所・連絡先を最新の情報に更新。 
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◎対象「平成２２年６月１日 第１版７刷」以前 

■ １２ページ、大観峰、４行目 

（誤）昭和７年 → （正）大正１１年 

■ １２ページ、大観峰、５行目 

（誤）徳冨蘇峰 → （正）徳富蘇峰 

■ １６ページ、梅の木轟公園つり橋、２行目 

（誤）１１６メートルの県内最長のつり橋 → （正）１１６メートルのつり橋 

■ ２２ページ、マゼノ渓谷、４行目 

（誤）教本の河川 → （正）数本の河川 

■ ３３ページ、戸馳島、１行目 

（誤）三角半島 → （正）宇土半島 

■ ３７ページ、２段１３行目 

（誤）千家 → （正）千家家 

■ ３９ページ、踏歌節会、５行目 

（誤）駕籠丁 → （正）駕輿丁 

■ ４０ページ、柄漏流神事、１行目 

（誤）駕籠丁 → （正）駕輿丁 

■ ４６ページ 

（誤）速瓶玉命（はやみたかたまのみこと） → （正）速瓶玉命（はやみかたまの

みこと） 

■ ４９ページ、２段 

（誤）水島の句碑 → （正）水島の歌碑 

■ ５０ページ、水島、４行目 

（誤）約一世紀 → （正）数世紀 

■ ５７ページ、軍事と行政機能を持つ城、１行目 

（誤）白村江（はくすきえ） → （正）白村江（はくすきのえ） 

■ ６２ページ、２段９行目 

（誤）城泉寺（明導寺） → （正）城泉寺（浄心寺） 

■ ６９ページ、１段 

（誤）元弘元年（１３３１） → （正）元弘２年（１３３２） 

■ ７１ページ、菊池神社、３行目 

（誤）以来２５代 → （正）以来２４代 

■ ７１ページ、雲上宮 

※雲上宮の読み方 → （正）うんじょうぐう（くものへぐう） 

■ ７２ページ、聖護寺、１１行目 

（誤）林素道 → （正）村上素道 

■ ７２ページ、２段８行目 

（誤）武敏の多々浜合戦 → （正）武敏の多々良浜合戦 

■ ７２ページ、３段４行目 

（誤）松尾中佐は菊池出身です。 → （正）松尾中佐の像が菊池神社にありま

す。 
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■ ７９ページ、兜梅伝説、５行目 

（誤）兜の錣が梅の枝に → （正）兜が梅の枝に 

■ ７９ページ、梅北の乱、１行目 

（誤）天正２０年  → （正）文禄元年 

■ ８５ページ、地図上の記載文字 

（誤）戊玄櫓 → （正）戌玄櫓 

■ ８６ページ、山伏塚、１行目 

（誤）地鎮祈？ → （正）地鎮祈祷 

■ ８９ページ、１段２行目 

（誤）賊ヶ岳の戦 → （正）賤ヶ岳の戦 

■ ８９ページ、１段４行目 

（誤）肥後藩国 → （正）肥後半国 

■ ９０ページ、１段３行目 

（誤）船中で病死 、  → （正）船中で発病し、帰国後歿しました。 

■ ９２ページ、清正の母と側室の墓、１０行目 

（誤）本覚院の墓 → （正）本覚院月心日円の墓 

■ ９６ページ、３段６行目 

（誤）忠利を主神として → （正）忠利、重賢を主神として 

■ ９７ページ、甲佐の（鮎）やな場 

（誤）梁 → （正）簗 

■ ９９ページ、叢桂園、６行目 

（誤）「来者不拒  去者不遂」 → （正）「来者不拒 去者不逐」 

■ １００ページ、日輪寺、３行目 

（誤）松下邸 → （正）松平邸 

■ １０３ページ、民謡「キンキラキン」、３行目 

（誤）キンキラとは「錦綺羅」 → （正）キンキラキンとは「錦綺羅錦」 

■ １０４ページ、櫨とロウソクの振興、８行目 

（誤）「櫨方役所」 → （正）「櫨方会所」 

■ １０５ページ、干拓、新地 

（誤）大鞘樋門（おおざやひもん） → （正）大鞘樋門（おざやひもん） 

■ １０６ページ、肥後古流、９行目 

（誤）この三家は代々細川家の茶頭役を務めてきており、現在でも世俗に迎合する

ことなく古風の茶を伝えています。 

（正）現在でも世俗に迎合することなく古風の茶を伝えています。 

■ １０６ページ、永青文庫、９行目 

（誤）かつて細川邸があった東京文京区目白台にあり、一般公開されています。 

（正）平成２０年４月からは熊本県立美術館に「細川コレクション永青文庫展示室」

がオープンし、所蔵品の一部が常時展示されることになりました。 

■ １０８ページ、３段１２行目 

（誤）三斎が残した泰勝寺跡 → （正）三斎が残した泰勝院跡 

■ １０９ページ、春光寺、３行目 

（誤）法名（春光寺）にちなみます。 → （正）法名（春光院）にちなみます。 
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■ １０９ページ、春光寺、９行目 

（誤）高浜虚子をはじめとする → （正）高浜虚子親子三代をはじめとする 

■ １１０ページ、引導石、１行目 

（誤）泰勝寺へ向う → （正）泰勝寺跡へ向う 

■ １１１ページ、島田美術館、４行目 

（誤）特に武蔵関連の収蔵で知られています。 

（正）特に武蔵肖像や武蔵所用の刀剣など多くの遺品、書画など武蔵関連の収蔵

で知られています。 

■ １１４ページ、富岡城復元、１行目 

（誤）慶長７年 → （正）慶長９年 

■ １２２ページ、４段、５行目 

（誤）氷川町には氷川に薩摩蹟が。 → （正）氷川町には氷川に薩摩磧が。 

■ １３２ページ、重盤岩眼鏡橋、８、１０行目 

（誤）三五郎 → （正）三平 

■ １３７ページ、４段８行目 

（誤）熊本協同隊の → （正）熊本隊の 

■ １４０ページ、３段５行目 

（誤）結局、薩摩は → （正）薩摩主力は 

■ １４０ページ、４段、写真説明 

（誤）菊池川畔に建つ西郷小兵衛の碑 → 繁根川畔に建つ西郷小兵衛の碑 

■ １４４ページ 

（誤）戌辰戦争 → （正）戊辰戦争 

■ １４６ページ、籠城跡、３，５行名 

（誤）谷干城司令官、種田司令官 → （正）谷干城司令長官、種田司令長官 

■ １４８ページ、年表内記載 

（誤）２月２０日  民権等 → （正）２月２０日 民権党 

■ １４９ページ、１段７行目 

（誤）古い社 → （正）若宮神社 

■ １４９ページ 

（誤）若宮神社の西郷碑 → （正）徳富蘇峰の揮毫になる若宮神社の西郷碑 

■ １５７ページ、熊本バンドのメンバーたち、７行目 

（誤）萩原惟郭 → （正）蔵原惟郭 

■ １５８ページ、２段６行目 

（誤）文録２年 → （正）文禄２年 

■ １５８ページ、４段８行目 

（誤）帰途は別の道、通称地獄坂をだらだらと下ってくると 

（正）帰途は別の道を下ってくると 

■ １６０ページ、林桜園、１行目 

（誤）寛永１０年（１７８９） → （正）寛政１０年（１７９８） 

■ １６４ページ、豪潮、４行目 

（誤）比叡山で修学後、専福寺 → （正）比叡山で修学後、寿福寺 

■ １６４ページ、２段４行目 
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（誤）現鹿本高校 → （正）現鹿本商工高校 

■ １６４ページ、３段６行目 

（誤）明治６年 → （正）大正６年 

■ １６５ページ、宮部鼎蔵、９行目 

（誤）吉田松蔭 → （正）吉田松陰 

■ １７５ページ、１段１１行目 

（誤）とっさに髪を切り → （正）とっさに髻を切り 

■ １７６ページ、２段１４行目 

（誤）「望郷の詩」の詩碑 → （正）「望郷子守歌」の詩碑 

■ １７７ページ、蔵原伸二郎、２行目 

（誤）昭和４０年（１９９５） → （正）昭和４０年（１９６５） 

■ １８２ページ 

（誤）出水神社 → （正）出水神社（いずみじんじゃ） 

■ １８４ページ、玉名大神宮、８行目 

（誤）玉名大神宮の巫女・玉世姫 → （正）玉世姫 

■ １８６ページ、市房神社、５行目 

（誤）「お嶽さん詣り 」 → （正）「お嶽さん詣り（おたけさんまいり）」 

■ １８９ページ、１段７行目 

（誤）挙兵しましたが残敗。 → （正）挙兵しましたが惨敗。 

■ １９１ページ、２段 

（誤）清正に従って、守り神として熊本城に２匹の霊狐が熊本城稲荷神社に、細川

忠利に従ってきた狐が高橋稲荷神社に祀られたとされています。稲荷神社の神の

使いが狐なのは狐の尻尾が稲の穂に似ているからといいます。 

（正）神社の起源は、高橋稲荷は隈本城主の鹿子木親貞が上代に出城を築いた

時に守り神として京・伏見から稲荷大明神の分霊を祀ったのが起源。熊本城稲荷

と花岡山稲荷は、加藤清正を将来立派な武将となると見込んで滋賀から移り住ん

だ兄弟の白弧の霊弧物語があります。 

■ １９３ページ、古墳祭、２行目 

（誤）船山古墳前 → （正）江田船山古墳前 

■ １９６ページ 

（誤）十五夜綱引き（旧暦８月１５日）（八代市） 

八代市日奈久で、毎年旧暦８月１５日（十五夜）に行われる祭り。七町内の青少年

が綱を引いて町内を走り、最後に温泉センター前広場で町内対抗の綱引き大会

が観光客と一緒に行われます。 

（正）温泉神社・十五夜綱引き（旧暦８月１５日）（八代市） 

孝子浜田六郎が父の平癒を祈り、神夢によって日奈久温泉を発見した御神徳を

仰ぐために湯の神市江杵島姫命を祭神として祀られています。旧暦８月１５日（十

五夜）には町内対抗の綱引きが中心地の温泉神社一帯で行なわれます。 

■ １９７ページ、３段１行目 

（誤）風流（ふうりゅう） → （正）風流（ふりゅう） 

■ １９９ページ、八代妙見祭、６行目 

（誤）塩井八幡宮 → （正）塩屋八幡宮 
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■ ２００ページ、肥後神楽、４行目 

（誤）十二座で横成される → （正）十二座で構成される 

■ ２０１ページ、二瀬本夜渡神楽、５行目 

（誤）エリモノ → （正）エリモン 

■ ２０６ページ 

（誤）吉丸良治氏（前・県伝統工芸館館長） → （正）吉丸良治氏（元・県伝統工

芸館館長） 

■ ２１１ページ、高田焼、３行目 

（誤）３人の兄弟 → （正）２人の息子と孫の三家 

■ ２１７ページ、肥後絣、２行目 

（誤）肥後絣の手法を改良して → （正）肥後縞の手法を改良して 

■ ２１９ページ、２段８行目 

（誤）市内１２の水源地 → （正）市内２１の水源地 

■ ２２２ページ、１段３行目 

（誤）シンメタール種 → （正）シンメンタール種 

■ ２２７ページ、３段８行目 

（誤）腹赤の贄も今日備ふなり → （正）腹赤の贄も今日供ふなり 

■ ２３１ページ、４段２行目 

（誤）表門とともに、国指定主要文化財 → （正）表門、化学実験場とともに、国

指定重要文化財 

■ ２３２ページ、八千代座、５行目 

（誤）明治４４年（１９９１） → （正）明治４４年（１９１１） 

■ ２３３ページ、三角西港、５行目 

（誤）７００メートル → （正）７３０メートル 

■ ２３４ページ、大鞘樋門、６行目 

（誤）群築二番町 → （正）郡築二番町 

■ ２４９ページ、１段１２行目 

（誤）伴団右衛門 → （正）塙団右衛門 

■ ２５３ページ、三角港西港完成 

（誤）一八九七  明治三十 → （正）一八八七 明治二十 

■ ２５４ページ、双子塚古墳 

（誤）０９６８-３６-３１１１（山鹿市鹿央総合支所） → （正）０９６８-３６-２１５１（熊

本県立装飾古墳館） 

■ ２５４ページ、竹迫城跡公園 

（誤）０９６-２４８-１１１１（合志市） → （正）０９６-２４２-１１０４（合志市都市計画

課） 

■ ２５４ページ、大水車天轟丸、天草西海岸、大江天主堂 

（誤）０９６９-４２-１１１１（天草市天草支所総務振興課） → （正）０９６９-２３-１１ 

１１（天草市観光課） 

■ ２５５ページ、日本一の石段 

（誤）０９６４-４７-１１１１ → （正）０９６４-４６-１１１１ 

■ ２５５ページ、南阿蘇ビジターセンター・阿蘇野草園 
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（誤）０９６７６-２-０８８８ → （正）０９６７-６２-２１１１ 

■ ２５５ページ、グリーンロード南阿蘇 

（誤）０９６-２７９-３１１１ → （正）０９６７-６７-１１１１ 

■ ２５７ページ、的石 

（誤）４０ → （正）４２ 

■ ２５７ページ 

（誤）宮崎八郎 → （正）宮崎八郎・滔天 

■ ２６１ページ 

（誤）木下奎太郎 → （正）木下杢太郎 

 

◎対象「平成１８年１２月２０日 第１版４刷」以前 

■ １１ページ、２段、７行目 

（誤）第７火口孔 → （正）第１火口孔 

■ ３７ページ、中段、１行目及び４６ページ 

※速瓶玉命のふりがな （正）はやみかたまのみこと 

■ ４４ページ、上段、５行目、国造神社 

（誤）霊元１２年 → （正）寛文１２年 

■ ６８ページ、上段、１１行目 

（誤）（１０６９） → （正）（１０７０） 

■ ８５ページ、地図上の記載文字 

（誤）櫓方門 → （正）櫨方門 

■ １１０ページ、２段、２行目 

（誤）（９０グラム） → （正）（７５０グラム） 

■ １１５ページ、上段、６行目、大江天主堂 

（誤）明治８年 → （正）昭和８年 

■ １４０ページ、下段、写真説明 

（誤）西郷小兵衛の墓 → （正）西郷小兵衛の碑 

■ １４９ページ、うんちく本文４行目 

（誤）鳥津家 → （正）島津家 

■ １９１ページ、下段、２行目 

（誤）高さ４０センチ程 → （正）高さ３０センチ程 

■ １９２ページ、上段、７行目 

（誤）裸一つになって鏡ヶ池に → （正）褌一つになって鏡ヶ池に 

■ ２０５ページ、うんちく本文３行目 

（誤）恒武天皇 → （正）桓武天皇 

■ ２１４ページ、中段、南蛮てまり１行目 

（誤）芯は木鴇で、 → （正）芯は木綿で、 

■ ２１８ページ、中段、８行目 

（誤）改良・発明や暗梁排水を → （正）改良・発明や暗渠排水を 

 

◎対象「平成１８年１０月２５日 第１版３刷」以前 
■ １２ページ、上段、６行目 
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（誤）オルゴール共和国 → （正）オルゴール響和国 

■ １５ページ、上段、４～５行目 

（誤）ペトグラフ → （正）ペトログラフ 

■ ９２ページ、中段、１５行目 

（誤）妙光寺 → （正）妙永寺 

■ １２９ページ、下段、船場橋、２行目 

（誤）幅メートル → （正）幅３.７メートル 

■ １９１ページ、下段、鮒取神事、２行目 

（誤）宿弥（すくね） → （正）宿祢（すくね） 

■ ２２７ページ、下段、１行目 

（誤）和鋼年間 → （正）和銅年間 

■ ２３４ページ、上段、龍驤館、３行目 

（誤）頒徳記念館 → （正）頌徳記念館 

■ ２３４ページ、中段、大鞘樋門、９行目 

（誤）樋が建っています → （正）碑が建っています 

■ ２４２ページ、下段、日本の渚百選、３行目 

（誤）キリシタンの黒崎津 → （正）キリシタンの里  崎津 

■ ２５２ページ、年表、１行目、５行目 

（誤）水前寺成就園 → （正）水前寺成趣園 

（誤）堀平太左右衛門 → （正）堀平太左衛門 

 
※「第１版 4 刷」以降の出版では訂正されています。 

 
◎対象「平成１８年９月２０日 第１版２刷」以前 

■ １２４ページ、日向往還、下段、１８行目 

（誤）備前屋は寛永３年、藩主斉茲が → （正）備前屋は寛政３年、藩主斉茲

が 

■ １４８ページ、[西南の役年表]内、7 月 31 日 

（誤）差土原 → （正）佐土原 

■ １５２ページ、、上段、７行目 

（誤）横井小楠のおい・太平 → （正）横井小楠のおい・大平 

■ １７２ページ、上段、２行目 

（誤）八雲、漱石が熊本着任第一歩を → （正）漱石が熊本着任第一歩を 

■ ２３６ページ、くまもとの建築美、１０行目 

（誤）４８のプロジェクトがいま → （正）６０を超えるプロジェクトがいま 

■ ２４２ページ、日本の滝百選 

（正）鹿目の滝（人吉市） ※追加 

 

※「第１版 3 刷」以降の出版では訂正されています。 

 
◎対象「平成１８年９月１日 初版」 

 
■ １６ページ、国見山 
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（誤）国見山（1,721 メートル） → （正）国見山（1,271 メートル） 

■ ４５ページ、青井阿蘇神社２行目 

（誤）大同 2 年（807）の創建 → （正）大同元年（806）の創建 

■ ６７ページ、４段１２行目 

（誤）今の水俣～川内経由の鹿児島本線はまだなかった。その肥薩おれんじ鉄道

は八代から美しい球磨川に沿って人吉へ。 

（正）肥薩線と名をかえた明治の路線は八代から美しい球磨川に沿って人吉へ。 

■ １１２ページ、３段１行目 

（誤）志岐麒泉（しききせん） → （正）志岐麟泉（しきりんせん） 

■ １５０ページ、４段最終行 

（誤）ぬまやまず（※ルビずれ） → （正）ぬやまず 

■ １７０ページ、２段１行目 

（誤）笠松公園（約 3.7 メートル） → （正）笠松公園（約 3.7 キロメートル） 

■ １９６ページ、 

（誤）随兵行列（９月第３日曜日） → （正）随兵行列（９月第３月曜日） 

 
※「第１版 2 刷」以降の出版では訂正されています。 

 

 
 

誤りがありましたことに深くお詫び申し上げます。 

内容に差しさわりの無い誤字・脱字等はここでは掲載しておりません。 

また、皆様のご意見を基に、よりよりテキストブックをつくって参りますので、ご感

想・ご意見等ございましたらご連絡頂けますようよろしくお願いいたします。 
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